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　　　　項目

調査河川

水素イオン濃度

（pH）

生物化学的酸素要求量 

（BOD） mg/L
浮遊物質量
（SS）mg/L

溶存酸素量
（DO）mg/L

大腸菌群数　
MPN/100mL

荒砥川 7.9 1.1 5 9.0 54,000

貝生川 8.4 1.2 19 9.5 17,000

思　川 7.5 1.6 16 8.0 17,000

小鮎貝川 7.1 1.9 68 7.7 92,000

絹市川 7.6 1.4 36 7.9 35,000

八幡川 7.7 1.5 35 7.8 17,000

谷町川 7.2 1.3 36 8.9 13,000

水素イオン濃度

（pH）

生物化学的酸素要求量 

（BOD） mg/L
浮遊物質量
（SS）mg/L

溶存酸素量
（DO）mg/L

大腸菌群数　
MPN/100mL

荒砥川 7.7 0.8 2 11.4 3,300

貝生川 7.7 0.5 32 11.9 490

思　川 7.6 0.7 5 12.1 4,900

小鮎貝川 7.3 0.7 7 11.2 790

絹市川 7.4 0.7 4 11.3 2,400

八幡川 7.5 0.6 8 11.5 4,900

谷町川 6.9 1.4 8 11.0 2,600

　　　　項目

河川類型

水素イオン濃度

（pH）

生物化学的酸素要求量 

（BOD） mg/L
浮遊物質量
（SS）mg/L

溶存酸素量
（DO）mg/L

大腸菌群数　
MPN/100mL

ＡＡ 6.5 ～ 8.5 1以下 25以下 7.5以上 50以下

Ａ 6.5 ～ 8.5 2以下 25以下 7.5以上 1000以下
Ｂ 6.5 ～ 8.5 3以下 25以下 5以上 5000以下

Ｃ 6.5 ～ 8.5 5以下 50以下 5以上 －

Ｄ 6.0 ～ 8.5 8以下 100以下 2以上 －

Ｅ 6.5 ～ 8.5 10以下
　ごみ等の浮遊が　　
認められないこと 2以上 －

【
考
察
】　

　

調
査
結
果
を
み
る
と
、
８
月

に
つ
い
て
は
７
月
の
豪
雨
に
よ

る
泥
等
の
堆
積
に
よ
り
、
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量
や
浮
遊
物

質
量
、
大
腸
菌
群
数
が
高
く
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

11
月
に
つ
い
て
は
、
各
河
川
と

も
泥
等
の
堆
積
が
減
り
、
安
定

し
た
状
態
に
戻
っ
た
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

水
質
調
査
の
結
果
と
し
て
は
、

大
腸
菌
群
数
を
除
き
、
ほ
ぼ
参

考
基
準
を
満
た
し
て
し
て
い
ま

し
た
。
大
腸
菌
群
数
が
高
く
な

る
要
因
と
し
て
は
、
動
物
の
糞

便
由
来
の
大
腸
菌
だ
け
で
な
く
、

土
壌
や
植
物
な
ど
自
然
界
に
由

来
す
る
菌
が
多
い
傾
向
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
調

査
結
果
で
は
、
生
物
化
学
的
酸

素
要
求
量
の
濃
度
が
継
続
し
て

参
考
基
準
を
超
え
た
地
点
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね

良
好
な
河
川
水
質
が
維
持
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

　

今
年
度
、
町
内
の
河
川
７
カ

所
に
つ
い
て
、
水
質
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

調
査
時
期
は
8
月
と
11
月
の

年
2
回
、
採
水
場
所
は
い
ず
れ

の
河
川
も
最
上
川
に
合
流
す
る

手
前
の
地
点
で
す
。

　

調
査
結
果
は
表
の
と
お
り
で

す
。

◆
表
１　

平
成
25
年
８
月
27
日
調
査
結
果

◆
表
2　

平
成
25
年
11
月
25
日
調
査
結
果

◆
別
表
3　

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環

境
基
準
環
境
（
河
川
）　

白
鷹
町
の
河
川
水
質
調
査
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【表１】

【表２】

【別表３】

⬅参考基準

  調査を行った河川
には環境基準が設定
されていませんので、
白鷹町付近における
最上川の環境基準（A
類型）を参考とします。




